
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

道路システムのDX「xROAD」について
クロスロード



＜ 道路 の機能 ＞

交通

空間

⾃動⾞
歩⾏者・⾃転⾞

通⾏
アクセス
滞留新たなモビリティ

街の⾻格を作る
環境・憩いの空間

⽔道管などのライフラインを収容する

防災空間

⼈やモノをスムーズに流す

× データ
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みんなの公共スペース
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xROAD : 道路システムのDX

Safe Smart Sustainable

管 理

利活⽤の推進
利⽤状況の
把握 調査・計画 整備・機能

強化

世界⼀安全 持続可能賢く

道路システム

クロスロード



xROAD : 道路システムのDX
クロスロード

道路の異常を発⾒する。

⾃動で除雪する。

交通量を⾃動で測る。

⼤きな⾞両が通れるか判定する。

何が埋まっているか把握する。

ETCでより便利に。

道路のパフォーマンスを上げていく。

データをフル活⽤する。



ＡＩを活用し画像から舗装損傷を自動検知する技術
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After
パト⾞での道路巡視時等に搭載カメラでの
AI画像解析技術により舗装損傷状況を⾃動検知

Before
パト⾞での道路巡視で舗装損傷状況を⽬視で把握
・舗装損傷状況を目視確認

（見落とし等が多車線道路や速い速度の直轄高速道路で危惧）

①パト車での道路巡視（2日に1回等）
により舗装の損傷状況を目視確認

②目視で確認した舗装の損傷状況
を現地で写真撮影し、状況を入力

・多車線道路や直轄高速道路でも確実に舗装の損傷状況把握

①パト車等から舗装の映像取得

③損傷が高い路線の自動集計

スマホ

②舗装の損傷状況を自動計測

舗装点検⾞で舗装損傷状況を調査
・全線での継続的な調査にはコストがかかる

①舗装点検車により舗装の
損傷状況を映像やレーダ等で調査

②舗装点検車での計測結果

道路の異常を発⾒したい。



ＣＣＴＶカメラを用いた交通障害自動検知システム

車両検知：
画像認識技術を用いて「車両」を検知。

映像入力：
複数台分のカメラ映像を取り込む。

出力：
道路管理者に交通障害発生を通知。

停⽌⾞両を検知

判定：
画面内の停止車両を自
動検知し、予め設定した
閾値台数を超過した場
合に交通障害発生と判
定。

道路管理者に交通障害発生を通知

既設ＣＣＴＶカメラ

交
通
障
害
自
動
検
知
シ
ス
テ
ム

出力

判定

車両検知

映像入力

障害発生!!
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道路の異常を発⾒したい。



ＩＣＴ除雪機械の導入 ～ 除雪装置の操作（上下・左右・伸縮・回転など）を自動化 ～

•車両運転

•自車位置の把握

•作業装置操作

•安全確認（他車両、

前方障害物）

•車両運転

•衛星情報による自車位置の自動

把握

•地図(操作)データによる自動制御

•周辺探知技術による自動安全確認

２名乗⾞体制 １名乗⾞体制

除雪トラックのコックピット

【 従 来 】 【自動化の導入】

地図(操作)データ画⾯

■課題
・作業装置の煩雑な操作

・担い手不足のため熟練オペ
レータの機械操作技術が若手
へ伝承されない

・安全確認や装置操作補助のた
め助手の搭乗が必要

作業装置の自動化
に必要な道路施設

の静的情報を抽出

熟
練
オ
ペ
レ
ー
タ
の

操
作
情
報
を
デ
ジ
タ
ル
化

地図データ
（MMSの活用）

デジタル化された
操作情報と

地図データにより
作業装置を自動制御

ICTを活用した除雪装置の自動化の取り組み

・みちびき不感地帯や精度低下地点が多数存在（トンネル、道路に近接する⾼⽊、斜⾯等）
・低温下（-20℃以下）や吹雪時、積雪状況下でも対応可能なセンサーが少ない。etc

現時点の課題（実証実験にてR7年度末迄に対策⽅法を決定）

準天頂衛星
みちびき

6

【R4年度末】
国道事務所において⾃
動制御可能な除雪機械
の実働配備を開始

⾃動で除雪したい。



デジタル化の推進による新たな特殊車両通行確認制度の導入

行
政
の
手
続

事
業
者
の
手
続

申 請
（１経路毎）

許 可 （申請した１経路のみ）

車両の登録
（１回のみ）

経路の検索 （確認請求）
（ウェブでいつでも検索可能）

審 査 協 議（地方公共団体）

決裁・許可証発行

通 行
（許可を受けた１経路を通行可）

通 行
（回答を受けた経路を通行可）

経路車両情報 重量

申請内容

入力情報

車両情報

入力情報

発着地 重量

ETC2.0
重量の

把握方法

発着地

約
22
日

即
時

※国土交通大臣は、登録等の事務を行わせるため、道路法に基づき（一財）道路新産業開発機構を指定登録確認機関として指定

情報が電子データ化された道路について国が一元的に処理

WIM（自動計測装置）による取締り

特殊車両通行確認システム（新制度）

・ETC2.0を活用した経路確認
・運送依頼書等による重量確認

取締基地における取締り

※手作業

特殊車両通行許可制度

特殊車両の通行手続

経路

・取締基地における取締り
・WIMによる取締り

（
Ｒ
3
年
度
）

通
行
時/

通
行
後

実
際
の

通
行

S
主経路

通行可能な経路を回答 （ウェブ上で即時に地図表示）

S

G

※ 主経路、代替経路及び渡り線については、実際には通行条
件に応じた色で表示されます

G
主経路

代替経路

渡り線

主経路

代替経路

渡り線

渡り線

代替経路
主経路

渡り線

車両条件の確認
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⼤きな⾞両が通れるか判定したい。



地下埋設占用物件の位置情報３次元化イメージ

３次元化イメージ

占用申請者道路管理者

位置情報一元化イメージ

基盤地図データ

⼀元化された
地下埋設物件位置データ

①埋設場所確認
※調整を削減

②占用申請

③占用許可

➋工事着手
※試掘を削減

データプラットフォーム

オンライン範囲

❶埋設場所確認
※調査を削減

④工事着手
※試掘を削減

現状

◎各申請者毎に作成する申請書添付図面で位置を把握
地下埋設物件間の位置関係が正確に把握できない

（※）地下埋設物件（管理者）の例

・電線（民間企業）

・水、下水管（自治体公営企業）

・ガス管（民間企業）

・通信線（ 民間企業）

・石油管（民間企業）

・熱供給導管（民間企業）

他の地下埋設物件（※）
管理者

②占用申請

③占用許可 占用申請者道路管理者

①埋設場所調整

オンライン範囲

・地下鉄（鉄道事業者）

・地下街、地下駐車場（自治体、

民間企業）

・地下タンク貯蔵所（民間企業）

・防火用地下水槽（消防署）

④試掘

❶埋設物調査➋試掘

❸工事着手

⑤工事着手
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何が埋まっているか把握したい。



ETC専用化等による料金所のキャッシュレス化・タッチレス化

9

ＥＴＣ専用化等による料金所のキャッシュレス化・タッチレス化を推進

【基本的進め方】

・都市部は５年、地方部は１０年程度での概成を目標

・当面の間、料金精算機とETCを併用することも検討

・早期に周知・広報することにより、利用者の混乱を回避

社会情勢の変化ＥＴＣの活用による利便性向上等

○ 新型コロナウイルス等を踏まえた

・持続可能な料金所機能の維持

・料金収受員や利用者の感染リスクの軽減

○ ＥＴＣ利用率の拡大
など

ETC利用率の変化

○ 料金所渋滞の解消

○ 将来的な管理コストの削減

※ＥＴＣは現金収受の約1/6のコスト

○ 高速道路内外の各種支払における利便性向上

（例）
ドライブスルー等での
ＥＴＣ活用

など

令和3年9月平成18年9月

96.7％70.4%首都高速

96.1％64.0%阪神高速

93.5％60.5%NEXCO

ETCでより便利に。



交通量調査の自動化・高度化
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トラフィックカウンター

人手観測

CCTV画像のAI解析による交通量観測

［常時観測カバー率の向上（直轄国道）］

※常時観測（CCTV観測）の観測可能区間数は、
CCTVが設置されている区間のうち、常設トラカ
ンと重複のない区間の最大数

※暫定値

常時観測
（常設トラカン）

21.1%
（約1,100区間）

常時観測
（CCTV観測）

最大 22.5%
（約1,200区間）

その他

56.4%

（約2,900区間）

N=約5,200区間
（直轄国道）

交通量を⾃動で測りたい。



道路データプラットフォームの構築
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道路管理以外にも、マーケティングや自動運転等、
民間分野も含めて広範な活用を視野

民間開発アプリケーション

道路管理アプリケーション

イメージ（NEXCO東日本 SMH）

その他
○ヒヤリハットマップ ○通れるマップ

など

高品質な道路管理アプリケーションは
積極的に採用

リ
ク
エ
ス
ト

デ
ー
タ

道路データプラットフォーム

基
盤

(

道
路
局
ベ
ー
ス
レ
ジ
ス
ト
リ)

リ
ア
ル

タ
イ
ム

構
造
物
等

(

橋
、
ト
ン
ネ
ル
等)

国土地理院地図
DRM-DB ※ネットワークデータ（約100万km）

道路基盤地図情報 ※直轄のみ、整備率約3割

MMS、LP ※直轄のみ、MMS：取得中、LP：取得率100%

ETC2.0 交通量
工事規制
情報

諸元 点検結果 BIM/CIM
データ

API API API API

API API API

占用物件

API

CCTV
カメラ

民
間 その他

データ
プローブ 車載カメラ

データをフル活⽤して…
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センサスの高度化
・効率化

常時観測体制の実現 外部データ等との連携

R3 センサス

次期センサス

xROAD

他モードデータ等の
外部データとの連携

⾼度化

取得

蓄積

利活⽤

「データの取得・蓄積・利活用」の高度化

xROADの構成（将来イメージ） 活⽤イメージ

基
盤
ॹ
␗
ॱ

(
道
路
局
ঋ
␗
५
ঞ
४
५
ॺ
জ)

国⼟地理院地図
DRM-DB ※ネットワークデータ（約100万km）
道路基盤地図情報 ※直轄のみ、整備率約3割
MMS、LP ※直轄のみ、MMS︓取得中、LP︓取得率100%

構
造
物
ॹ
␗
ॱ

(

橋
︑
ॺ
থ
ॿ
ঝ
等)

জ
॔
ঝ
ॱ
ॖ
঒

ॹ
␗
ॱ

ETC2.0 CCTV
カメラ

巡回⾞載
カメラ

⼯事規制
情報

諸元 点検結果 BIM/CIM
データ ॔

উ
জ
ॣ
␗
३
⑄
থ
開
発

⺠
間
開
放

○ 通れるマップ
○ ヒヤリハット
○ 特⾞システム
○ 占⽤システム
○ 構造物管理
○ 維持・修繕
○ ・・・

○ TDM促進
○ ・・・

API API API API

API API API

リクエスト

データ

⺠間
データ

必要なデータ
を組み合わせ
て活⽤

→ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの促進

→道路⾏政の効率化

占⽤物件

API

API

リクエスト

データ

リクエスト

データ

●ETC2.0データを活⽤したOD表の構築

●歩⾏者・⾃転⾞などへ
の対象拡⼤

● 時間別・曜⽇別など
きめ細やかなデータ

●時間信頼性など
パフォーマンス分析

道路のパフォーマンスを向上したい。

道路パフォーマンス・マネジメント



パフォーマンス・マネジメントの背景
なぜ今か︖

・サービスレベルの現状

・国⼟形成計画 （令和5年７⽉２８⽇ 閣議決定）

・道路のパフォーマンスとは
ポテンシャル × 賢く使う

「シームレスな拠点連結型国⼟」

ポテンシャルは︖

賢く使えている︖

カーボンニュートラル︖
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ポテンシャル向上（管の本数×太さの増）

道路のパフォーマンスの概念図

パフォーマンスを上げるには…

・道路のパフォーマンスとは
ポテンシャル × 賢く使う

出典：交通工学研究会「道路の交通容量と
サービスの質に関する研究」より一部編集

ボトルネックを直し、ポテンシャルを活かす



（１）道路のパフォーマンス向上の取組
求められるサービスレベルに応じて道路のパフォーマンスを向上
するため、必要な事業手法や制度の検討などの取組を推進

○ 交通量の偏りや渋滞頻発箇所など偏在する道路ネットワークの課題により、人流・物流のス
ムーズな移動が滞り、地域的・広域的な生産性低下やCO2排出などの課題を生じている。

○ 効果的に道路のパフォーマンスを向上することで、効率的に生産性・安全性・快適性の向上

やCO2削減に寄与。

＜施策の方向性＞ ＜具体的な取組（案）＞

・部分改良の機動的・面的実施など事業手法の検討
・時間交通量に対応した交通容量に関する基準類改定
・動的料金の導入検討

求められるサービスレベルに応じて
道路のパフォーマンスを向上するための取組を推進

・道路データプラットフォームを構築・活用し、サービスレ
ベル分析アプリ等の提供やデータオープン化を推進

・自治体、学識者や企業等の道路利用者とともに地域の
道路に求められるサービスレベルの検討体制を構築

・関係者（各道路管理者・交通事業者・民間等）が連携したソフト・
ハード対策（TDM・TSM、面的渋滞対策など）

（３）地域づくりと連携した渋滞によるロス削減運動
地域、エリアとして生産性向上とCO2削減を図るため、自治体と
連携した面的な渋滞対策や公共交通とのモード間連携など地域
一体となった運動・取組を展開

（２）道路のサービスレベル分析
道路管理者のデジタルディバイドに対して、各道路管理者が道路
のサービスレベルを把握・分析できる手段を提供

今後の施策の方向性（案）
令和5年3月23日基本政策部会より作成
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道路データプラットフォームのイメージ
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 道路関係データの整備を推進
 データ・データを使用するアプリケーション類を紹介するポータルサイトを構築
 データを可視化する基本アプリケーションのほか、個別ニーズに合わせアプリ開発

接 続

接 続

データ

交通量

ETC2.0

諸元

DRM

道路基盤
地図情報

点検結果
デ
ー
タ
連
携
基
盤

ポータルサイト

基本アプリケーション

個別アプリケーション

個別アプリケーション

•データ可視化
•地図上での重
ね合わせ

等

•データベースの紹介
•アプリケーションの紹介
•新着情報

等

掲載

掲載

•DB仕様書
•WebAPI 等

•仕様書
•ソースコード 等

【ユーザー】

道路管理者

道路利用者・
民間事業者等

リ
ア
ル
タ
イ
ム

ス
ト
ッ
ク

ベ
ー
ス
レ
ジ
ス
ト
リ

・・・
・・・



サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
可
視
化

自動車移動の起終点情報（ODデータ）首都圏の渋滞による時間ロス分布
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首都高速道路４号新宿線
自動車走行の時間ロス（2021年(年間)・上下線計）

具体箇所のサービスレベル
分析・発信イメージ

例：区間ごと渋滞損失時間

首都高速道路3号渋谷線
自動車走行の時間ロス（2021年(年間)・上下線計）

大橋JCT

西新宿JCT

可視化のイメージ

課題箇所を可視化

・ビッグデータによるサービスレベル評価

ネットワークのサービスレベルを透明化、賢く使う社会へ


